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2007 年 9 月 4 日 

ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ 
 

― 企業の災害対策 － 
防災設備診断で見えた情報機器の災害対策の遅れ  

 

さる 7 月 16 日の午前 10 時過ぎに発生した新潟県中越沖地震は、マグニチュード 6.8 という大き

な地震で、2004 年 10 月におきた中越地震に次ぐ災害に見舞われた新潟県では、一般民家だけでな

く多くの企業も被災しました。自動車部品メーカーが被災したことで、大手自動車メーカーの生産

ラインがストップ、原子力発電所が想定外の被害を受けて夏の電力需給がひっ迫するなど、社会的

影響は甚大なものがありました。 
 
地震災害は、いまや特定地域の生活インフラや企業活動などへの影響だけでなく、その社会的影

響は国内に留まらず海外へも波及することを、あらためて思い知らされる結果となりました。この

ような地震災害だけでなく、ここ数年来で異常気象による暴風雨災害、火災など、突発的な災害が

相次いでおり、産業界では真剣な対策の必要性に迫られているともいえます。 
高度情報化社会の中、企業活動の生命線とも言える『情報システムの災害対策』は万全でしょう

か？  

 

当社はこれまでの情報システム設備の施工実績を活かした、防災設備診断を実施しています。そ

の結果として「停電対策」では小型 UPS の設置が 82%という高率なのに対し、発電機の設置が 26％、

バッテリー管理を実施している企業・団体等が 34%という実態が明らかになっています。また、情

報機器に対する「地震対策」では、実施済みが 28%という状況でした。(当社調査結果 50 社のデー

タ) 

あなたの会社の災害対策は、万全ですか？ 大きなトラブルが発生する前に、「情報システム設備

の診断」を検討されてみては如何でしょうか？ 当社では、「情報システム設備防災ソリューション」

を提供しています。(添付資料をご参照) 

 
 

■「情報システム設備の診断」結果 (当社調査５０社) 
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有り 無し 不明/未ﾁｪｯｸ

〔停電対策について〕
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■ 〔災害種別による想定トラブル〕 

災害種別 想定されるトラブル 
停 電 

 
・バックアップ電源未設置による電源断 
・システム緊急停止によるデータ破壊 
・商用電源供給再開までのシステム停止による営業損失 

地 震 
 

・機器の転倒、ラック内機器落下による破損、データ破壊 
・落下物、ガラス等による怪我 

火災・水害 
 

・火災による機器、データ焼失 
・火災時の有毒ガス発生 
・被水による機器の損傷 

その他 
 

・災害時の断水、冷却塔、ポンプの故障による空調機の停止 
・設備の老朽化に伴う運転効率の低下、運転コスト増加など 

 

以上 
 

■日立電子サービス株式会社について 

 日立電子サービスは、「お客様の飛躍を支えるベスト・ソリューション・パートナーになる」を 

経営ビジョンに、情報システムにおける企画・調達から設計・構築、導入、運用、保守のライフサ

イクル全体にワンストップで対応する「統合サポートサービス」を展開。ハードウェア／ソフトウ

ェアが一体となった、より進化したトータルなソリューションを提供。全国 320 ヵ所のサービス拠

点網と日立ソリューションサポートセンタを中心に、24 時間 365 日万全の体制で、安心と信頼の情

報システムを“安心の「電サ」”が実現します。http://www.hitachi-densa.co.jp/ 

 

 

■報道機関問い合わせ先 

   日立電子サービス株式会社 社長室広報グループ【担当：矢野、城戸崎
きどさき

】 

         〒108-0073 東京都港区三田 3-13-12（三田 MT ビル） 

        TEL：03-5441-9262（ダイヤルイン）、FAX:03-5441-9243 

            Ｅmail：ans1@hitachi-densa.co.jp 

当社調査結果(５０社)による

18%

76%

52%

20%

28%

32%

46%

2%

12%

74%

68%

50%

36%

22%

36%

6%

4%

18%

ｶﾞﾗｽ飛散防止

空調機

ＵＰＳ

什器・ラック

情報機器

床

有り 無し 不明/未ﾁｪｯｸ

〔地震対策について〕 
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添付資料 1 

「情報システム設備防災ソリューション」概要 

 

■設備診断の内容 

 

 

 

 

 

 

■設備診断から対策・運用維持まで一貫したソリューション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■サービスの内容 
 

 

 

 

 

 
 

防災ソリューション 

診 断 

「設備チェック」により、 

お客様の設備状況をプレ診断 

災害ポテンシャルの 

有無を判断 

提 案 

施設や設備に対する防災対策

案や運用を提案、お客様指針

や優先順位に基づき対策を 

選択 

対 策 

防災対策に即した情報システム

設備の構築、設備防災対策 

を実施

運用維持 

お客様設備の維持、 

安定稼動をサポートする 

保守サービｽ 

・電磁波、ノイズ障害   ・雷被害 

・設備負荷／要求条件の変化 

・施設/セキュリティ区画への不正侵入 

・入退室の履歴が不明  ・情報漏えい 

・ｻｰﾊﾞ室からの発火/火災、データ媒体焼失 

・電源/通信線、配管類の被害 

・電算設備機器の転倒   ・什器類落下    

・配管類、電源線、通信線断 

・システムダウン   ・過電流/電源品質不良 

・メモリ破壊、データ消失  ・短絡事故 

脅威 想定される影響 

電電源源//断断・・障障害害  

地地震震//損損壊壊  

火火災災//焼焼失失  

不不正正侵侵入入  

環環境境・・劣劣化化  

対策 
・ＵＰＳ(無停電電源装置) 
・非常用発電機 

・免震装置 
・免震床 

・新ガス消火システム 
 

・入退室監視システム 
・生体認証システム 

・省エネ空調設備 
・ノイズ対策 

・コンピュータ室 

・データ等保管室 

・電源室 

・空調室 

・・機機器器のの耐耐震震状状況況  

・・設設備備のの老老朽朽度度  

・・入入退退管管理理のの状状況況  

・・設設備備設設置置場場所所のの状状況況  

 簡易チェック 

 リスト 

設備ガイドによる 

各種ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

対象設備 診断のポイント 設備診断 


